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本報告書は、京都市中京区富小路通御池におけるマンション新築工事に

ともない2001年9月から10月にかけて実施した平安京左京三条四坊十一町

の発掘調査をまとめたものである。

現代京都市の道路の多くは、碁盤の目のようにといわれる平安京造営当

初につくられた街路がそのまま日常の生活道路として生きている。しかし、

平安時代の道路面は、左京域においては、多くは地表下2mの深いところ

に存在する。それは平安京が千年にわたり日本の首都でありえた結果でも

ある。人々の暮らしは千年の長い時間を経て、その当時の生活の痕跡は地

中深く埋もれていくのである。

近年における市街地の再開発は、長い時間の中で培われた古代の人々の

生活の痕跡を、白日のもとに明らかにする機会を提供するとともに、一方

ではまた遺跡消滅の原因ともなっている。とくに、より大規模になりつつ

ある土木工事は、古代の遺跡を根こそぎ破壊していく行為でもある。それ

が京都市の都市としての発展を意味するとしても、充分な遺跡・遺物の保

存対策がをされるべきであろう。埋蔵文化財は国民共有の財産であり、少

なくとも発掘調査という最低限の保存対策は必要であると考える。しかし、

その調査に直接携わるわれわれだけではその遂行は不可能であり、多くの

市民の理解と支援が必要であるのは言うまでもない。本報告書は、そのよ

うを観点に立って作成されたものである。

本報告書が諸方面で利用され活用されることを期待するとともに、調査

に協力された各位に心から深甚の謝意を表して、もって序文とする。

2002年10月
古代文化調査会顧問・京都産業大学教授

井　上　満　郎



例　　口

1．本書は、古代文化調査会が京都市中京区冨小路通御池下ル松下町において、株式会社リクル

ートコスモスによるマンション建設に伴い実施した平安京左京三条四坊十一町跡の発掘調査

概要報告書である。

2．発掘調査は、株式会社リクルートコスモスより委託を受けた古代文化調査会の家崎孝治が担

当した。
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の実測を上垣、須貝が、製図を鈴木、宮内が担当した。
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6．本書で使用した方位及び座標の数値は平面直角座標系VIによる。記載した数値はm単位で

水準はT．P〟である。

7．本書で使用した地図は、京都市都市計画局発行の2500分の1の地図（三条大橋）を調整し、

使用した。
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平安京左京三条四坊十一町

I　調査の経緯

調査地は、京都市中京区冨小路通御池下ル松下町である。当該地は周知の遺跡・平安京跡の左

京三条四坊十一町にあたる。2001年4月、当地に株式会社リクルートコスモスによるマンション

建設の計画がなされた。建築面積が1460m2と大規模であるため、京都市埋蔵文化財調査センター

が2001年6月25日に試掘調査をおこなった。調査の結果、地表下1．6m以下において平安時代から

室町時代にかけての遺跡が良好な状態で遺存していることが判明した。しかし、既存建物の基礎

の確認と発掘調査範囲を確定するため、2001年8月1日に再度試掘調査が実施された。その二度

の試掘詞査をふまえて、一定範囲の発掘調査の必要性が考慮されるに至った。京都市埋蔵文化財

調査センターより当調査会に発掘調査の紹介があり、センターの指導の下、施主である株式会社

リクルートコスモスの代理人である株式会社京阪都市設計と三者協議をおこなった結果、2001年

9月より当調査会が発掘調査をおこなうこととなった。

II　調査の経過

当該地は、西側が万里小路に面し、北側が三条坊門小路、東側が富小路、南側が嫡小路に囲ま

れたところである。文献史料によれば、この十一町には平安時代末期に右大臣藤原公能の邸宅が、

図1　調査地位置図（1／5，000）
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図2　平安京条坊と調査地位置図
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図3　四行八円と調査位置関係図（1／2，400）

鎌倉時代には刑部大輔藤原行経の邸宅が置かれたとされている。

調査にあたっては、試掘調査の結果をふまえて東西2ヶ所の調査区を設定し、東半部をA区、

西半部をB区とした。9月11日よりB区から調査を開始した。しかし、調査対象地全体が地山よ

り深く地表下3．5mまで撹乱されていることが判明した。遺構はすべて削平されており、現代の撹

乱接を数ヶ所確認したのみである。当初の試掘調査においては平安時代から室町時代の包含層が

良好な状況で遺存していることが確認されていたが、それらはいずれも敷地周辺部に限られてい

ることが判明した。B区の調査を終えたのち、9月18日よりA区の調査を開始した。A区におい

ても既存建物基礎や基礎撤去時の掘削により、ユンボの爪痕も生々しく調査対象地の大部分が撹

乱されていることが判明した。しかし、撹乱を免れた部分においては、平安時代から鎌倉時代の

遺構がきわめて良好な状態で残存していた。

発掘調査は2001年9月11日より開始し、同年10月27日までの34日間実施した。調査面積はA区

が353m2、B区が70m2であった。

III　遺　　構

基本層序は、広範囲にわたり地表下2．3mまでの深さまで削平されていたため、わずかな部分に

おいて中世の包含層が残存するのみで　調査区の大半は撹乱層直下、黄褐色砂泥層の地山が現出

する。

遺構には弥生時代から近代までのものがあり、遺構総数は131基を数える。それらのうち、平安

時代後半から鎌倉時代のものが大半を占め、室町時代のものは少ない。その理由については地山
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図4　池130・落ち込み131東西セクション南壁断面図（1／80）

まで撹乱されていることによる。以下主要を遺構についてその概略を述べる。

弥生時代から古墳時代

弥生時代から古墳時代の遺物を包含する湿地状の落ち込み遺構がある。

落ち込み131（図4・図版1・4の1・6の7と8）

調査区中央部西寄りにおいて、西側に向かって落ち込む遺構を検出した。幅8m以上、深さ0．6

m以上の規模を測る。西肩部は調査区外のため不明である。堆積土は上下2層程に分属できるが、

泥土ないしは砂混じりの泥土層で　流路というよりは湿地状堆積を示す。出土遺物は少ないもの

の、完形をなす古墳時代の須恵器や土師器が数ヶ所において出土した。

平安時代から鎌倉時代

土填、掘立柱穴、井戸、溝、池跡などがある。

池130（図4・図版1・4の1）

調査区西半部に位置し、落ち込み131を切り込んで成立している。東西幅5m、深さ0．5mの規

模をもつ。北側及び南側は調査区外のため全形は不明であるが、北から南方向への流れをもつ遣

水の一部とみられる。池の堆積土は3層ほどに分属できる。下層の泥土層には多量の土師器皿が

堆積しており、完形品のものを多く含む。園池の一部となろう。

整地層118（図版1・2・3の2）

池130の上面にあり、最終的に池130を整地した土層とみられる。厚さは0．3mほどあり、非常に

固く叩き締められており、瓦や土師器の細片を多く包含する。

井戸61（図版1・2・3の1・6の2）

調査区の東壁部に位置する。井戸の大半が調査区外にあり、完掘できなかった。径2m程の円

形状の掘形をもち、深さ1．7mを測る。木枠などの施設はをく、素掘りと考えられる。埋土は4層

ほどに分層できる。少量の土器類が出土している。

溝122（図版1・2・3）

調査区の中央部東寄りに位置する。土墟115に上部を削平されている。幅0，9m、深さ0．5mの規

模を測り、U字形の掘形をもつ南北方向の溝である。埋土は礫混じりの砂泥層で　4層程に分層

－3－



できる。溝底は小礫混じりの砂の堆積が認められる。鎌倉時代の遺物が出土している。

土壊115（図版1・2・3）

調査区の中央部東寄りに位置し、溝122と切り合い関係にある。江戸時代の井戸44による撹乱を

受けている。規模は東西4．5m、南北4m以上、深さ0．65mを測り、比較的大きな掘形をもつ。北

側は調査区外になるため全形は知り得ない。埋土は4層程に分層でき、中層の炭混じりの層から

は大量の土師器皿が出土した。土器捨て穴とみられる。

井戸116（図版1・2・3の1）

調査区東部、井戸61の西側4m程のところに位置する。井戸の南部が江戸時代の井戸36により

破壊されている。東西1．5m、南北2m程の楕円形の掘形をもち、深さ1．7mを測る。素掘りとみ

られる。埋土は3層程に分層でき、鎌倉時代の土器類が出土している。

土塀33（図版1・4の2・5の1）

調査区の東部に位置する。長径0．8m、短径0．6mの楕円形の掘形をもち、深さ0．6mを測る。鎌

倉時代の遺物が少量出土している。

土塀40（図版1・4の2・5の1）

土壊33の束辺部に位置する。長径1．5m、短径1．3mの楕円形の掘形をもち、深さ0，5mを測る。

埋土は3層ほどに分層でき、各層より多量の土器類が出土した。土器捨て穴とみられる。鎌倉時

代の土器群である。

土塀41（図版1・4の2・5の1）

土嬢33の南側に位置する。長径0．9m、短径0．7m、深さ0．2mを測り、楕円形の掘形をもつ。鎌

倉時代。

以上の他に調査区の東部において径0．3m前後の掘立柱穴跡を多く検出した。調査範囲が狭く建

物の全形を知り得るものはなかった。そのうち柱穴65・69・84は根石を有する。鎌倉時代のもの

が大半である。

室町時代

地山まで削平を受けている影響からか、近世の遺構に混じって遺物は出土するもののこの時代

の遺構はほとんど認められない。

土墟42（図版1・4の2・5の1・6の6）

土墟41の南西部に位置する。西半部は撹乱されているが、東西1．2m以上、南北0．6m、深さ0．25

mを測る。長方形の掘形をもつ。掘形内には5－10cmの川原石を充填する。集石基の形態を示す

が、出土遺物からは断定できない。室町時代の土器類を少量包含する。

江戸時代以降

土損、溝、井戸跡などがある。
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溝92（図版1・2・3の2）

調査区西端部、十一町の中心部付近に位置する。南北溝である。幅約1．7m、深さ0．6mを測り、

溝というよりは堀に近い。両肩部は直に落ち込み、溝底はほぼ平坦に近い。埋土は上下2層ほど

に分層でき、黒褐色の砂混じり泥土層である。桃山時代から江戸時代前期の遺物を包含する。

井戸17・36・44（図版1・4の2・5）

円形の掘形をもち、いずれも石組などの施設は認められない。素掘りかあるいは石を抜き取っ

た可能性がある。江戸時代後期以降の遺物が出土している。

井戸6・9・10（図版1・4の2・5）

いずれも近代以降の井戸である。井戸6は瓦積み井戸である。幅26cm、高さ29．5cm、厚さ4cm

の瓦を一段に付き10枚円形に組む。瓦積み四段残存する。瓦積みの下は円筒形の漆喰を設える。

井戸の内径0．8m程を測る。井戸9は石組井戸である。20－40cm程の花蘭岩の割石で積み上げ隙間

を漆喰で埋める。石組は1．25m残存。石組の下は井戸6と同様円筒形の漆喰を設える。内径0，95

mを測る。井戸10は石組等の施設は認められなかった。

IV　遺　　物

出土遺物は整理箱に33箱ある。時代は弥生時代から江戸時代までのものがある。そのうち平安

時代後期から鎌倉時代のものが大半を占める。遺物の種類には弥生土器、土師器、須恵器、緑粕・

灰粕陶器、黒色土器、白色土器、瓦器、国産陶磁器、輸入陶磁器、瓦、金属製品、石製品、銭貨

などがある。以下主要を出土遺物について概述する。

土器・陶磁器類

落ち込み131（図5・図版7）

弥生土器数点と古墳時代の土器類があり、遺物袋に数袋ある。古墳時代の土師器、須恵器など

には、完形品のものがある。

須恵器には蓋（1－3）、杯（4・5）、藷などがある。1は口径11．6cm、器高3，7cmの小型の完

形品に近い蓋である。内面はヨコナデ調整をおこない、中央部に仕上げナデを施す。内外面とも

にきわめて平滑で、磨耗した状態を示す。胎土は精良で白色徽砂粒を多く含み、色調は灰色を呈

する。TK217型式である。2の蓋は完形品である。口径14．7cm、器高4．1cmを測る。天井部と口縁

部の境界は鈍い稜をなす。口緑端部は内偵する面を有し、稜をつくる。ヘラ削りによる砂粒の移

動状態よりロクロの回転が左回りであることを示す。胎土は白色微砂粒を多く含み、灰白色を呈

する。TKlO型式。3は復原口径15．7cmを測るが、1／8ほどの破片であり、もう少し小さいかも知

れをい。天井部と口綾部は鈍い稜をなし、口縁端部は丸く収める。胎土は白色砂粒を多量に含み、

灰色を呈する。4は杯身である。口径11cm、器高5．1cmを測る。立ち上がりはやや内偵し、高さ2

cmを超え、端部を丸くおさめる。受部は短く、先端は丸みをもっている。ロクロの回転は左回り

である。胎土は白色微砂粒を含み、色調は青灰色を呈する。TK208型式である。5は立ち上がり
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図5　落ち込み131出土遺物実測図（1／4）

の端部を欠くが口径14．5cmほどを測る。受部はやや上向きに外方へのびる。ロクロの回転は右回

りである。胎土は白色砂粒を含み、青灰色を呈する。TK209型式である。6は土師器の椀、ほぼ

完形品である。口径11．5cm、器高4．1cmを測る。底部から口綾部にかけて内脅し、半円球形を呈す

る。内面は平滑である。休部外面にヘラで押した様な痕が一周する。胎土は精良で　白色微砂粒

を多く含み、黄橙色を呈する。8は土師器の長胴藷である。口縁部の一部などを欠くが完形品に

近い。「く」の字型の口綾部をもつ。口縁端部は中央部が凹む。口縁部内面及び休部内外面は刷毛

目調整をおこなう。胎土は精良でクサリ礫と白色微砂粒を多く含み、黄橙色を呈する。この嚢

は、完形品の須恵器の蓋（2）と一括して出土したものである。7はいわゆる受け口状聾である。

口緑部外面の屈曲部に刺突文を施す。胎土はやや粗く砂粒を多く含む。

池130（図6・図版8）

土師器、須恵器、瓦器、灰粕陶器、白磁など整理箱に3箱ほどある。

土師器皿には皿Nと皿Aがある。皿Nには大小があり、大（21－38）は口径14－16cm、小（9

－13・15・17－20）は口径9－11cmを測る。大小ともに口綾部を2段にヨコナデ調整をおこなう。

21と33は口緑端部を直上方向につまみ上げるようにヨコナデするⅤ期（古）の特徴をよく有する。

皿A（14・16）は口綾部のヨコナデによる屈曲部が弱体化し、直線的にひら〈。瓦器椀（39・40）

の口縁・休部内面は密にヘラ磨きを施すが、外面のヘラ磨きは粗い。41は須恵器の片口鉢。底部
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図7　井戸61出土遣物実測図（1／4）

外面に糸切り痕が残る。胎土は緻密で青

灰色を呈する。内面の底部から休部にか

けてきわめて平滑である。42は灰粕陶器

の椀である。内面は底部部分を除き灰粕

が付着する。口綾部外面の一部と底部外

面に灰和が付着する。踏ん張ったような

高い輪高台を有する。内面底部はきわめ

て平滑である。底部外面はナデ調整をお

こなう。胎土は精良で灰色を呈する。椀

の内面全体に漆が付着しており、漆を入

れる容器として使用されていたと考えら

れる。白磁碗（43－45）には大小の玉縁

をもつものがある。内面全体と外面底部

近くまで施粕する。削り出しの低い輪高

台を有する。44と45は同一個体の可能性

がある。

井戸61（図7・図版8）

土師器、白色土器、陶器、瓦器、灰粕陶器、白磁など遺物袋に4袋あるだけで少ない。

土師器皿には皿Nと皿Acがある。皿Nには大小があり、大（52－55）は口径が12－16cm、小

（48－50）は口径が8－10cmのものがある。口縁端部が断面三角形を呈するものと丸く収まるもの

がある。皿Ac（46・47）は口縁部が立ち上がるものと扁平になるものがある。白色土器（51）は

ロクロ成形で底部外面に糸切り痕が残る。胎土は精良で黄みを帯びた白色を呈する。南ノ庄田瓦窯

や栗栖野瓦窯跡などより出土例がある。これらの土器群はVI期の古い段階に比定でさようか。56

は二彩あるいは三彩とみられる小椀の破片である。休部外面は表面が剥落しているが、表面が残

存する高台付け根部分では波状となっているのか認められる。休部外面が花弁などの型押し文様

となっている可能性がある。内面底部にもわずかに凹凸が認められ、土器全体で何らかの造形を

なすのかも知れない。紬薬は内面の白い素地の上に部分的に緑和と白粕あるいは褐粕を施す。輪

高台の一部にも緑和と白粕の付着が認められる。胎土はきわめて緻密で白色を呈する。

土塀115（図8・図版8）

土師器、白色土器、陶器、瓦器、白磁、青磁、石製品をど整理箱に5箱ほどある。

土師器皿には赤色系の皿Nと皿Ac、白色系の皿Sがある。皿Nには大小があり、大（76－81）

は口径が12－14cm、小（60－75）は口径が8－9cmのものがある。口緑端部が上方からのヨコナ

デ調整により断面三角形に近い状態を示す。78の口綾部には煤が付義する。60の底部外面に「仮

名」文字の墨書がある。一行目「けな」、二行目「ひ（ち）と」、三行目「□□」と読める。皿S

（58・59・82－85）には大・中・小があり、それぞれ9cm、11cm、13cm大を測る。58・59は底部か
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ら口綾部にかけて内脅し、非常に丸みを帯びる。82－85は通常の白色系土器に比べ雑を作りであ

る。底部から口綾部にかけて内脅し、口緑端部を丸く収める。皿Ac（57）は口径7cmを測る。胎

土は白色系に近い色調を示す。86は白色土器の蓋である。ロクロ成形で作られており、円形の摘

みが付く。瓦器椀（87）はほぼ完形品である。口縁・体部内面は比較的密なヘラ磨きを施すが、

口綾部外面は粗いヘラ磨きを施す。断面三角形の高台をもつ。瓦器鍋（92）は口径30cmほどを測

る。休部内面はヨコ方向のハケ目調整をおこなう。93は陶器の鉢である。胎土の色調は黄橙色を

呈する。口綾部内外面に浅黄色の粕薬を、休部内面に白粕を施す。89は青白磁の合子の蓋である。

外面に菊花の型押し文様を施す。青磁には碗（88）と皿（90・91）がある。いずれも内面に劃花

文を施す。88と91は灰白色の素地にオリーブ色の粕薬を施す。88の内外面には買入が認められる。

90は灰色の素地にオリーブ灰色の粕薬を施す。皿の休部外面下半及び底部外面には和楽を施さな

い。95は滑石製の羽釜である。羽の上部に径6－7mmの孔を穿つ。左右に2孔あろう。94は泥岩

の一種とみられる平たい石である。砥石とみて採取したものであるが洗浄の結果砥石ではをく、

墨書を施した石であることが判明した。「一斗五囲」と読める。石自体は欠けた痕跡はなくほぼ元

の状態を保っている。

瓦　　類

複弁八乗蓮華文軒丸瓦（図9・図版9の96）

土墳101出土。小型瓦である。花弁が互いに接し、その外に圏線を巡らせて外区となし、12個の

珠文を配す。中房は盛り上がり蓮子は認められない。瓦当部裏面はナデ調整をおこなう。胎土は

砂粒を含み粗い、焼成は甘く軟質、浅黄色（2，5Y7／4）を呈する。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（図9・図版9の97）

柱穴123出土。小型瓦である。96の瓦と同様の文様構成である。少し変形しているが大きさもほ

ぼ等しい。外区には16個の珠文を巡らす。中房は盛り上がり蓮子は認められない。瓦当部裏面は

ナデ調整をおこなう。胎土は砂粒を多く含み粗い、焼成は甘く軟質、灰色（10Y6／1）を呈する。

三巴文軒丸瓦（図9・図版9の98）

鎌倉時代後期の土墳40出土。右巻きの巴文を配すが小片のため詳細は不明である。外区には比

較的大粒の珠文を配す。瓦当部裏面のナデ調整による指圧痕が顕著に残る。胎土は精良、焼成は

良く軟質、断面は灰白色（5Y8／1）、表面は黒色を呈する。

唐草文軒平瓦（図9・図版9の99）

整地層118出土。瓦当上端部及び顎部はヨコ方向の削り、側面はタテ方向の削り、顎部裏面は横

方向のナデ、平瓦部凸面はナデ調整をおこなう。胎土は精良、焼成は良く軟質、断面灰白色（5

Y8／1）、表面は黒色を呈する。栗栖野窯産である。

唐草文軒平瓦（図9・図版9の100）

整地層118出土。瓦当上端部及び顎部はヨコ方向の削り、側面はタテ方向の削りを施す。平瓦部

凹面より瓦当及び顎部裏面まで布目痕が連続する。布目は細かい。平瓦部凸面には縄目叩き痕が
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残存する。縄目叩きの後ナデ調整をおこなう。胎土は白色砂粒を含み精良、焼成は良く軟質、淡

黄色（2．5Y8／3）を呈する。中央官衛系である。

唐草文軒平瓦（図9・図版9の101）

整地層118出土。瓦当上端部はヨコ方向の削り、顎部裏面はヨコ方向のナデ側面はタテ方向の

ナデ調整をおこなう。胎土は黒色砂粒を含み精良、焼成は良く軟質、灰白色（5Y8／1）を呈す

る。播磨系である。

唐草文軒平瓦（図9・図版9の102）

土墳115出土。顎部はヨコ方向に削る。平瓦部凹面より瓦当及び顎部裏面まで布目痕が連続す

る。胎土は白色砂粒を多く含み粗い、焼成は甘く軟質、灰白色（7．5Y8／1）を呈する。山城系で

ある。

剣頭文辞平瓦（図9・図版9の103）

土嬢60出土。頚部はヨコ方向の削り、裏面はヨコ方向のナチ側面はタテ方向の削りをおこな

う。瓦当面に布目痕が残る。布目はきわめて細かい。胎土は緻密で精良、焼成は良く軟質、にぷ

い黄褐色（10YR7／4）を呈する。幡枝窯産である。

剣頭文軒平瓦（図9・図版9の104）

土墳40出土。中央に銭形状の文を配し、左右に2個体ずつ剣頭文をおき、両端に口に×印の文

を配す。瓦当部上端及び顎部はヨコ方向の削り、側面はタテ方向の削りをおこなう。顎部裏面は

ヨコ方向のナチ平瓦部凸面はナデ調整、指圧痕顕著に残る。胎土は精良、焼成は良く軟質、断

面灰白色（5Y8／1）、表面は黒色を呈する。幡枝窯産である。

剣頭文軒平瓦（図9・図版9の105）

土墳115第4層出土。瓦当部上端及び顎部はヨコ方向の削り、顎部裏面はヨコナチ側面はタテ

方向の削りをおこなう。平瓦部凹面より瓦当面にかけて布目痕が連続する。平瓦部凸面は指圧痕

顕著に残る。胎土は精良、焼成はやや甘く軟質、灰白色（5Y8／1）を呈する。幡枝窯産である。

剣頭文軒平瓦（図9・図版9の106）

土墳115第4層出土。剣頭文を7個配す。瓦当部上端及び顎部はヨコ方向の削り、顎部裏面はヨ

コ方向のナチ側面はタテ方向の削りをおこなう。平瓦部凹面より瓦当面及び顎部裏面まで連続

した布目痕が残る。布目はやや粗い。瓦当部裏面と平瓦部凸面の屈曲部付近は指圧痕が顕著に残

る。胎土は精良、焼成は甘く軟質、灰白色（5Y8／1）を呈する。幡枝窯産である。

Ⅴ　小　　結

試掘調査の結果より東西2ヶ所の調査区を設定して調査をおこなったが、調査対象地の西半部

（B区）においては地山深くまで撹乱されており、束半部（A区）においてもほぼ地山まで撹乱さ

れていた。当初の試掘調査においては平安時代から室町時代の包含層が良好な状態で遺存してい

ることが確認されていたが、それらはいずれも敷地周辺部に限られていることが判明した。本調

査においても破壊を免れた部分はきわめて良好に遺跡が遺存しており、弥生から古墳時代の遺物
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を含む落ち込み、平安時代後期の庭園の一部と見られる池跡、鎌倉時代の土嬢、溝、井戸、柱穴

群などを検出することができた。

それらの内、落ち込み131出土の須恵器は、TK208－TK217型式の幅がある。また、隣接する平

安京左京三条四坊五町の調査において、布留式併行期の土器群が多量に出土した大溝を検出して

おり、烏丸御池遺跡は古墳時代全体にわたって展開した集落跡とみることができる。烏丸御池遺

跡とその南に位置する烏丸綾小路遺跡は、鴨川の自然堤防上に連続して立地しており、二つあわ

せて弥生時代から古墳時代の一つの集落跡として改めて捉えていく必要があろう。

平安時代後期の池130は、左京三条四坊十一町の西三行北四円に位置し、町内の中心部付近を占

有する。つまり池130を園池とする邸宅跡は十一町の全体を占有していたと考えられる。池130出

土土器は平安京土器編年Ⅴ期（古）を中心とするV期（中）までに収まる土器群である。12世紀

代にこの十一町に居住していた公卿として文献的に明らかなのは、『山椀記』（永暦元年12月4日

の条）にみえる右大臣藤原公能（1115－1161年）である。現在付与されている平安京の土器型式

の実年代はⅤ期（中）がこれにあたる。

土墳115から出土した墨書土器（60）は土師器皿の底部外面に和歌の一部とみられる「仮名」文

字が書かれている。この土師器皿は口径が8cm大の小皿で、墨書が和歌だとすると、「上の句」な

いしは「下の句」のみである可能性が高い。土器の年代はVI期（中）一（新）で13世紀前半から

半ばに想定される。和歌を墨書した「仮名」文字の出土例は平安富左兵衛府跡がある。「一斗五囲」

と計量を墨書した平たい石の用途は不明である。13世紀代には藤原行経（『明月記』建保元年10月

15日の条）がこの十一町に住んでいたことが知られる。

註1『山椀記』（永暦元年12月4日条）

註2　『明月記』（建保元年10月15日条）

註3　田辺昭三『陶邑古窯跡群I』平安学園考古学クラブ1966年

註4　小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要　第3号』

㈱京都市埋蔵文化財研究所1996年

註5　平方幸雄・高正龍『南ノ庄園瓦窯跡』㈱京都市埋蔵文化財研究所1998年

註6　吉村正親『栗栖野瓦窯跡発掘調査概要』㈱京都市埋蔵文化財研究所1993年

註7　墨書土器の判読においては京都産業大学教授井上満郎氏より御教示を受けた

註8　『木村捷三郎収集瓦図録』㈱京都市埋蔵文化財研究所1996年

拙著『平安京左京三条四坊五町』古代文化調査会　2001年

註9　拙著同上

註10　平尾政幸「平安富左兵衛府跡」『平安京跡発掘調査概報1978－II』㈱京都市埋蔵文化財研究所

1978年
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